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＜連絡事項＞
・インフルエンザの状況について
ＯＴスタッフからインフルエンザの感染がありましたので、患者様・スタッフ共に感染予防を徹底していきましょう。患者様に兆候が見られたときは速やかに1号室を隔絶として対処してください。

・定期心電図検査
犹守佑太様、蝦夷森重男様、小泉喜作様、曽我正子様、滝田英人様、中野渡鉄男様、成田富士子様、松谷和也様、三浦久司様、吉田光良様


＜患者様連絡事項＞
・大久保　光男様～スタッフ付き添いにて鹿内眼科受診し、両眼睫毛多数抜去しています。前回と同様に点眼液2種類処方となり、次回は1ヶ月後の予定です。

・木村　美智子様～スタッフ付き添いにて鹿内眼科受診し、前回と同様に点眼液2種類処方となっています。次回は3/20　15：30～視野検査の予定です。

・成田　富士子様～メディセーフフィットチップ、メディセーフ針を其々２箱づつ庶務へ私物発注し、本日届いています。
[bookmark: _GoBack]＜要注目患者様情報＞
・内田　都影様～朝に妄想活発になり、昼頃から落ち着く経過が続いています。本日も朝に妄想発言がありましたが、日中は落ち着いて自室にて臥床して過ごしています。食事は、遅れて移動する事はありますが、各食全量摂取しています。タバコについて自己中心的な訴えあり、スタッフを操作しようとしています。統一した対応をしていきましょう。引き続き、他者トラブルに注意しながら精神状態の観察をしていきましょう。

・上野　千奈津様～2/11(日)にプログラムに行けそうと話していましたが行けず、本日午前の作業参加の声掛けに対し「あと2～3日で行けそう」と話していたと介護スタッフより情報あります。午後のプログラムは参加されウォーキングとラジオ体操し、その後病棟で趣味活動へ取り組まれています。気になった事はスタッフへ伝える事でき、他者交流も見られ表情は穏やかです。昨日、入院費の支払いが出来ていないと話していた為、スタッフ付き添いにてよこまちストア近くのATMで現金をおろしています。ＡＴＭ操作は問題ありません。院内床屋で散髪され「軽くなったー」とにこやかです。引き続き、生活パターンを把握しながら徐々に生活リズムを戻していけるよう関わっていきましょう。又、精神症状の観察もしていきましょう。

・成田　富士子様～昨日まで、特定スタッフに対する拒否的仕草・態度見られています。本日朝食後のアピドラ注時に、「お薬下さい」と訴えてこられ、ロラゼパム（0.5）1Ｔ服薬しています。男性患者様に逸脱行為を迫られ驚いたと話し、それで落ち着かなくなったとの事です。12：20レストランから戻ると同時に、「頓服くれますか…」と浮かない顔つきで話しロラゼパム服用（0.5）1Ｔ服薬しています。2/17(土)の夕食前より、血糖値が400台や500台になる事が続き、都度当直医に報告していた件を主治医へ報告し、今後高血糖時の対応については、特別な対応は特にせず、通常通りの食事摂取、インスリン注射を行い、報告も特に必要はないとの指示を受けています。
　　　　　　　　　　又、継続指示の不安時・不穏時「ロラゼパム（0.5）1Ｔ」の残がなくなった為、10回分処方となっています。

・飯田　修子様～調子の悪さ続いており、昨日の準夜帯「右膝痛い。どうにかして欲しい。検査して欲しい。会いに来て下さい！」と興奮し廊下の窓を開け叫んでいる事あります。スタッフ介入にも怒鳴り声を上げたり、寂しいから傍に来て等、不安定さあり、本人希望にて継続指示のリスペリドン内用液（2）1Ｐ・レボトミン（50）1Ｔを服用しています。その後、訴えはありません。本日は、ホールで音楽を聴いたりして過ごしているが、一時的に他者へ大声を出す事や、時折来詰し「私クソ臭くない？」と訴える事あります。他者トラブルは無く経過しています。
午後の作業療法時、タバコを他病棟の患者様に渡している事があり、回収し本人へ注意していますがあまり理解していない様子です。本人の行動に注意していきましょう。
引き続き、日課への取り組みを促し、他者トラブルに注意していきましょう。

・三上　勇様～本日、9：30「役所に行く」と外出の装いをしています。「役所からの通知が来ている」と話しているが、確認するとただの通知のみの文書であり、直接窓口に行く必要はない事を説明しているが、実際に通用口から出ようとしたりしており、スタッフが行動制止しています。「先生から行ってもいいと言われている」等と大声、興奮口調で話しており、今までの診察でもそのような事実は無い為、主治医へ状態報告。主治医来棟し、本人へ説明すると次第に落ち着き、片付けています。主治医からは、あまり興奮が続き行動の制止が難しいようであれば療養環境の変更も考えるとの事。本日は、各プログラム参加は見合わせ、病棟で経過観察としています。その後は落ち着いており、「今日買い物日だったか？」と確認し、明日であると伝えると「んだか」と返答しています。 

・戸賀沢　潔様～今朝、女性患者様からオヤツを貰ったり、他の女性患者様にキスをしようとしたり（未遂）と言う情報があった事を問うと否定せず、「うん」と答え認めています。そう言う事はしない様に説明すると「うん」と返答するも理解はしていない様子です。引き続き、逸脱行為や他室侵入、物のやり取りに注意していきましょう。

・山下　拓也様～本日の昼食時、昼食摂取していますが、口内に運ぶ量が多く詰め込み過ぎている様子あり、むせ込みも見られています。お茶を飲み少し落ち着くよう伝え、5分程すると落ち着いているが、その後もいつも通り摂取しています。少しずつゆっくり摂取するよう話していますが、理解の乏しさ見られています。食事摂取状況を観察していきましょう。


＜受け持ち患者様支援検討＞
・大久保　光男様～2/14（水）グループホーム「銀杏苑」のスタッフ2名来棟し、三國ＰＳＷと担当スタッフ同席し、本人の訪問調査を行っており結果待ちの状態です。

・三浦　久司様～本日家族様より電話あり、家族の都合が整ったとの事で、3/2 10:30青山荘見学となっている。(青山荘側にも連絡済み)
